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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　先端部に突出部を有する保持ピンを一端部に備える直管ランプを装着するソケットにお
いて、
　前面板部と、
　前記前面板部に対向する後面板部と、
　前記前面板部に形成され、前記前面板部が前記後面板部の側に凹むことにより形成され
た凹み形状である溝部と、
　前記溝部に挿入された前記保持ピンが回転されると、前記保持ピンの前記突出部を保持
する保持部と
を備え、
　前記前面板部と前記後面板部と前記溝部と前記保持部とは、一体成形されたソケット。
【請求項２】
　一端部に保持のための保持ピンを備える直管ランプを装着するソケットにおいて、
　前面板部と、
　前記前面板部に対向する後面板部と、
　前記前面板部に形成され、前記前面板部が前記後面板部の側に凹むことにより形成され
た凹み形状である溝部と、
　前記溝部に前記直管ランプの前記保持ピンが挿入されると、前記保持ピンを保持する保
持部と
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を備え、
　前記前面板部と前記後面板部と前記溝部と前記保持部とは、一体成形されており、
　前記保持部は、
　前記溝部の凹み形状を形成している一対の爪部を備え、前記溝部に前記保持ピンが挿入
されると、前記保持ピンを前記一対の爪部の弾性力により保持するソケット。
【請求項３】
　前記ソケットは、
　前記前面板部の上部と前記後面板部の上部とをつなぐ上面板部と、
　前記上面板部に形成され、前記溝部と連通する上面開口部と
を備え、
　前記保持ピンは、前記上面開口部から前記溝部に挿入される請求項１または２に記載の
ソケット。
【請求項４】
　前記上面板部に対向する底面部は、開口している請求項３に記載のソケット。
【請求項５】
　前記保持部は、
　前記溝部の凹み形状の表面に、前記保持ピンを保持する突起部を備えた請求項１に記載
のソケット。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載のソケットと、
　前記ソケットを取り付ける器具本体と、
　前記器具本体に取り付けられ、前記ソケットに装着された直管ランプを点灯させる点灯
装置と
を備える照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、直管ランプの口金を装着するソケット、及びこのソケットを備えた照明器具
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、直管蛍光ランプを装着できるランプソケットは、直管蛍光ランプのランプピンを
電気的に接続する役割、充電部との感電を防止する役割、及び直管蛍光ランプの落下を抑
えるための機械的保持の役割を担っていた（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４５２７５２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述したランプソケットの役割を達成するため、ランプソケットは特許文献１の図１の
ように、多くの樹脂成形品と導電金具とで構成されている。このため、従来のランプソケ
ットは、部材コストが高くなるとともに、組み立て費用も発生するという課題がある。
【０００５】
　昨今、直管蛍光ランプの代替として直管ＬＥＤランプが多く販売されている。直管ＬＥ
Ｄランプの口金には、ＪＩＳ　Ｃ　７７０９で公知のＧＸ１６ｔ－５口金、あるいは、従
来の直管蛍光ランプと同じＧ１３口金等が使用されている。これらの直管ＬＥＤランプは
、片口金通電方式の接続方法をとるものである。片口金通電方式の直管ＬＥＤランプは、
一端側に給電のための給電側口金を備え、他端側に保持のための保持側口金を備えている
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。
【０００６】
　片口金通電方式の直管ＬＥＤランプの保持側口金を装着するソケットは、保持側口金の
保持ピンを保持することが要求される。従来の保持用のソケットでは、必要以上の機能を
備えているため、部品数が多くなり部材コストが高くなるとともに、組立てにも費用が発
生するという課題がある。
【０００７】
　本発明に係るソケットは、上記のような課題を解決するためになされたものであり、保
持側ソケットの構成部品数を減らすことができ、組立工数も削除し、コストダウンを図る
ことを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係るソケットは、一端部に保持のための保持ピンを備える直管ランプを装着す
るソケットにおいて、前面板部と、前記前面板部に対向する後面板部と、前記前面板部の
上部と前記後面板部の上部とをつなぐ上面板部と、前記前面板部における前記上面板部よ
りも下方の位置から上方に向かって前記上面板部まで、前記前面板部が前記後面板部側に
凹むことにより形成された溝部と、前記上面板部の前記溝部の凹み形状に対応する部分が
開口することにより形成された上面開口部と、前記上面開口部から前記溝部に前記直管ラ
ンプの前記保持ピンが挿入されると、前記保持ピンを保持する保持部とを備え、一体成形
されたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係るソケットは、一端部に保持のための保持ピンを備える直管ランプを装着す
るソケットにおいて、前面板部と、前記前面板部に対向する後面板部と、前記前面板部の
上部と前記後面板部の上部とをつなぐ上面板部と、前記前面板部における前記上面板部よ
りも下方の位置から上方に向かって前記上面板部まで、前記前面板部が前記後面板部側に
凹むことにより形成された溝部と、前記上面板部の前記溝部の凹み形状に対応する部分が
開口することにより形成された上面開口部と、前記上面開口部から前記溝部に前記直管ラ
ンプの前記保持ピンが挿入されると、前記保持ピンを保持する保持部とを備え、一体成形
されているので、構成部品数を減らすとともに、組立工数も削除することができ、コスト
ダウンを図ることができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施の形態１に係る照明器具１の斜視図である。
【図２】実施の形態１～３で用いる直管ＬＥＤランプの一例を示したものであり、（ａ）
は片側の口金のみ給電するＧＸ１６ｔ－５口金の直管ＬＥＤランプ１０、（ｂ）は片側の
口金のみ給電するＧ１３口金の直管ＬＥＤランプ１０’を示す図である。
【図３】（ａ）は直管ＬＥＤランプ１０を装着するソケットの一例（ＧＸ１６ｔ－５受金
保持側ソケット６０）であり、（ｂ）は直管ＬＥＤランプ１０’を装着するソケット（Ｇ
１３受金蛍光灯ソケット７０）の一例である。
【図４】実施の形態１に係る保持側ソケット２０を示す図であり、（ａ）は平面図、（ｂ
）は正面図、（ｃ）は底面図、（ｄ）は側面図、（ｅ）は後面図である。
【図５】実施の形態１の保持側ソケット２０を示す図であり、（ａ）は正面断面図（Ａ－
Ａ断面図）、（ｂ）は正面側から見た底面斜視図、（ｃ）は背面側（後面側）からの底面
斜視図である。
【図６】実施の形態２に係る保持側ソケット３０を示す図であり、（ａ）は平面図、（ｂ
）は正面図、（ｃ）は底面図、（ｄ）は側面図、（ｅ）は背面図、（ｆ）は側面断面図（
Ｃ－Ｃ断面図）である。
【図７】実施の形態２の保持側ソケット３０を示す図であり、（ａ）は正面断面図（Ｂ－
Ｂ断面図）、（ｂ）は正面側から見た上面斜視図、（ｃ）は背面側（後面側）からの上面
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斜視図である。
【図８】実施の形態３に係る保持側ソケット４０の分解斜視図である。
【図９】実施の形態３に係る保持側ソケット４０を示す図であり、（ａ）は底面斜視図、
（ｂ）回転子の断面図（Ｄ－Ｄ断面図）である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下の実施の形態について、図を用いて説明する。なお、以下の実施の形態の説明にお
いて、「上」、「下」、「左」、「右」、「前」、「後」、「表」、「裏」といった方向
は、説明の便宜上、そのように記しているだけであって、装置、器具、部品等の配置や向
き等を限定するものではない。
【００１２】
　実施の形態１．
【００１３】
　図１は、本実施の形態に係る照明器具１の斜視図である。図２は、直管ＬＥＤランプの
一例を示したものであり、（ａ）は片側の口金のみ給電するＧＸ１６ｔ－５口金の直管Ｌ
ＥＤランプ１０、（ｂ）は片側の口金のみ給電するＧ１３口金の直管ＬＥＤランプ１０’
を示す図である。
　図１及び図２を用いて、本実施の形態に係る照明器具１及び直管ＬＥＤランプ１０，１
０’の全体構成について説明する。
【００１４】
　図１に示すように、照明器具１は、器具本体２と、反射板３とを備える。照明器具１は
、器具本体２の長手方向の一端側に給電側ソケット４を備え、他端側に保持側ソケット２
０を備え、直管ＬＥＤランプ１０を装着することができる。照明器具１は、器具本体２に
取り付けられ、給電側ソケット４及び保持側ソケット２０に装着された直管ＬＥＤランプ
１０を点灯させる点灯装置（図示せず）を備える。反射板３は、直管ＬＥＤランプ１０か
ら発せられる光を配光する機能を有する。
【００１５】
　図２（ａ）（ｂ）に示すように、直管ＬＥＤランプ１０は、外郭１７、給電側口金１１
、保持側口金１３を備える。直管ＬＥＤランプ１０’は、外郭１７’、給電側口金１１’
、保持側口金１３’を備える。外郭１７，１７’は、ガラスや樹脂で成形され、一端側に
給電側口金１１，１１’が取り付けられ、他端側に保持側口金１３，１３’が取り付けら
れる。
【００１６】
　図２（ａ）に示すように、給電側口金１１は、一対のＬ字型形状の給電ピン１２を備え
る。給電ピン１２は、外郭１７の内部にあるＬＥＤ素子１５と電線１６で接続されている
。ＬＥＤ素子１５は、直列に接続されているが、並列などに接続されていてもよい。また
、図示しないダイオードブリッジを給電ピン１２とＬＥＤ素子１５間に配設することで、
給電ピン１２を無極性としてもよい。給電側口金１１は、給電側ソケット４（図１参照）
に取り付けられる。
【００１７】
　図２（ａ）に示すように、保持側口金１３は、Ｔ字型形状の保持ピン１４を備える。保
持ピン１４の先端部は、楕円形状（図４（ｃ）参照）の平板状の突出部１４ａが設けられ
ている。保持ピン１４は、どこにも接続されていない。保持ピン１４は、保持側ソケット
２０（図１参照）に取り付けられ、直管ＬＥＤランプ１０を保持する役割を有する。
【００１８】
　図２（ｂ）に示すように、給電側口金１１’は、一対の給電ピン１２’を備える。給電
ピン１２’は、外郭１７’の内部にあるＬＥＤ素子１５’と電線１６’で接続されている
。ＬＥＤ素子１５’は、直列に接続されているが、並列などに接続されていてもよい。ま
た、図示しないダイオードブリッジを給電ピン１２’とＬＥＤ素子１５’間に配設するこ
とで、給電ピン１２’を無極性としてもよい。
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【００１９】
　図２（ｂ）に示すように、保持側口金１３’は、給電ピン１２’と同形状の一対の保持
ピン１４’を備える。保持ピン１４’は、どこにも接続されていない。保持ピン１４’は
、後述する保持側ソケット４０（図５参照）に取り付けられ、直管ＬＥＤランプ１０’を
保持する役割を有する。
【００２０】
　図３は、（ａ）は直管ＬＥＤランプ１０を装着するソケットの一例（ＧＸ１６ｔ－５受
金保持側ソケット６０）であり、（ｂ）は直管ＬＥＤランプ１０’を装着するソケット（
Ｇ１３受金蛍光灯ソケット７０）の一例である。
【００２１】
　ＧＸ１６ｔ－５受金保持側ソケット６０は、直管ＬＥＤランプ１０のＧＸ１６ｔ－５口
金である保持側口金１３（図２（ａ）参照）を装着できるソケットである。図３（ａ）に
示すように、ＧＸ１６ｔ－５受金保持側ソケット６０は、本体６１とカバー６３と一対の
導電金具６２とにより構成される。本体６１とカバー６３で形成された略箱体の内部にあ
る導電金具６２で保持側口金１３の保持ピン１４を挟持し、保持側口金１３を保持する。
【００２２】
　Ｇ１３受金蛍光灯ソケット７０は、直管ＬＥＤランプ１０’のＧ１３口金である保持側
口金１３’（図２（ｂ）参照）を装着できるソケットである。図６（ｂ）に示すように、
Ｇ１３受金蛍光灯ソケット７０は、直管蛍光ランプ用のソケットを流用したものである。
Ｇ１３受金蛍光灯ソケット７０は、本体７１とカバー７４と回転子７２と一対の導電金具
７３とにより構成される。本体７１とカバー７４で形成された略箱体の内部には、回転子
７２と一対の導電金具７３とが配設される。回転子７２も形成された溝部分に一対の保持
ピン１４’が挿入され、回転子７２が回転することにより溝部分に挿入された一対の保持
ピン１４’が一対の導電金具７３により挟持され、保持側口金１３’が保持される。
【００２３】
　片口金通電方式の直管ＬＥＤランプ１０，１０’の場合、ソケットには、直管ＬＥＤラ
ンプ１０（または直管ＬＥＤランプ１０’）の保持ピン１４（または一対の保持ピン１４
’）を保持することが要求される。しかし、図３（ａ）（ｂ）に示すようなソケット（Ｇ
Ｘ１６ｔ－５受金保持側ソケット６０、または、Ｇ１３受金蛍光灯ソケット７０）では、
必要以上の機能を備えているため、部品数が多くなり部材コストが高くなる上、組立てに
も費用が発生する。
【００２４】
　図４は、本実施の形態に係る保持側ソケット２０を示す図であり、（ａ）は平面図、（
ｂ）は正面図、（ｃ）は底面図、（ｄ）は側面図、（ｅ）は背面図である。図５は、本実
施の形態の保持側ソケット２０を示す図であり、（ａ）は正面断面図（Ａ－Ａ断面図）、
（ｂ）は正面側から見た底面斜視図、（ｃ）は背面側（後面側）から見た底面斜視図であ
る。なお、図４（ｄ）は、右側面図であるが、左側面図も同一形状である。
【００２５】
　図４及び図５を用いて、本実施の形態に係る保持側ソケット２０の全体構成について説
明する。
【００２６】
　保持側ソケット２０は、図２（ａ）において説明した直管ＬＥＤランプ１０を装着する
ソケットであり、直管ＬＥＤランプ１０の保持のための保持ピン１４を保持する機能を有
するソケットである。
【００２７】
　保持側ソケット２０は、前面２１ａ（前面板部）と、前面に対向する後面２１ｄ（後面
板部）と、前面２１ａの上部と後面２１ｄの上部とをつなぐ上面２１ｂと、両側の側面２
１ｅとを備える。保持側ソケット２０は、上面２１ｂが突き出すように湾曲したかまぼこ
形状、ドーム形状である。
【００２８】
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　保持側ソケット２０は、前面２１ａにおいて上面２１ｂよりも下方の位置から上方に向
かって上面２１ｂまで、前面２１ａが後面２１ｄ側に凹むことにより形成されたランプ保
持部２２（溝部）を備える。
　また、保持側ソケット２０は、上面２１ｂのランプ保持部２２（溝部）の凹み形状に対
応する部分が開口することにより形成されたピン挿入孔２３（上面開口部）を備える。
　また、保持側ソケット２０は、ピン挿入孔２３からランプ保持部２２に直管ＬＥＤラン
プ１０の保持ピン１４が挿入されると、その保持ピン１４を保持するランプ係止部２４（
保持部）を備える。
　ランプ係止部２４は、ランプ保持部２２の凹み形状の表面に、保持ピン１４を保持する
ための突起部２４ａ，２４ａ’，２４ｂ，２４ｂ’を備える。
【００２９】
　保持側ソケット２０は、熱可塑性樹脂の絶縁材、例えば、ポリカーボネイドやポリブチ
レンテレフタレートなどにより形成されている。保持側ソケット２０は、金型等を用いて
一体形成されている。
【００３０】
　図４（ｃ）、図５（ｂ）（ｃ）に示すように、保持側ソケット２０の底面２１ｃには、
底面２１ｃの略全面が開口した全面開口部２６が形成される。保持側ソケット２０の内部
は空間２８となっている。
【００３１】
　図４（ｂ）（ｄ）（ｅ）に示すように、保持側ソケット２０の両側の側面２１ｅの下方
には、器具本体２に取り付けるための本体取付部２７が形成されている。保持側ソケット
２０は、両側の側面２１ｅに溝形状の本体取付部２７を備える。溝形状の本体取付部２７
は、器具本体２に形成されるソケットを取り付けるための取付孔の周縁（図示無し）に嵌
め合わされることにより、保持側ソケット２０が器具本体２に取り付けられる。
【００３２】
　次に、保持側ソケット２０の構成及び機能について説明する。
　ランプ保持部２２は、前面２１ａの中央部のやや上方から上面２１ｂまで切り欠かれて
形成された凹部である。図４（ａ）に示すように、上面２１ｂにはランプ保持部２２に連
通するピン挿入孔２３が形成される。
【００３３】
　図４（ｂ）において、保持ピン１４の端面を一点鎖線で示す。保持ピン１４の楕円の先
端部は、長径Ｌ１を上下方向に沿わせてピン挿入孔２３からランプ保持部２２に挿入され
る。ピン挿入孔２３部分の幅は、ランプ保持部２２の幅よりもやや広く形成されている。
これにより、ピン挿入孔２３へ保持ピン１４を挿入しやすくなる。ランプ保持部２２の下
方の端部に保持ピン１４が係止される。ランプ保持部２２の下方の端部の保持ピン１４が
係止される箇所をランプ係止部２４とする。
【００３４】
　保持ピン１４の楕円の先端部は、ランプ係止部２４に到達すると、９０度回転される。
これにより、保持ピン１４の楕円の先端部は短径Ｌ２が上下方向に沿うようにランプ係止
部２４に配置される。ランプ係止部２４は、保持ピン１４の楕円形状が回転できる大きさ
に形成されている。
【００３５】
　上述したように、直管ＬＥＤランプ１０の保持ピン１４は、ピン挿入孔２３を通過し、
ランプ保持部２２のランプ係止部２４にて、直管ＬＥＤランプ１０を９０°回転させて保
持される。ランプ係止部２４には、複数の突起部２４ａ，２４ａ’，２４ｂ，２４ｂ’が
形成されている。直管ＬＥＤランプ１０の回転動作時に突起部２４ａ，２４ａ’，２４ｂ
，２４ｂ’を保持ピン１４の先端部が乗り越えることで、直管ＬＥＤランプ１０の装着感
を得ることができる。
【００３６】
　また、突起部２４ａと突起部２４ａ’との間の部位２４ｃ、及び、突起部２４ｂと突起
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部２４ｂ’との間の部位２４ｄにて保持ピン１４を保持するので、直管ＬＥＤランプ１０
が落下することはない。
【００３７】
　底面２１ｃは開放され、樹脂成形時の金型の通り道となる。図５（ａ）に示すように、
保持側ソケット２０の内部の空間２８は、樹脂成型時には金型が嵌る部分である。図５（
ａ）に示すように、保持側ソケット２０は、金型を簡単に外すことができるように設計さ
れている。
【００３８】
　つまり、保持側ソケット２０は、１つの樹脂成形品で構成されている。金型を外すため
に底面２１ｃは全面開口部２６となっているが、器具本体２に取り付けられた場合、保持
側ソケット２０の底面２１ｃ側は視認できない。このため、図３（ａ）のＧＸ１６ｔ－５
受金保持側ソケット６０や図３（ｂ）のＧ１３受金蛍光灯ソケット７０と同等の意匠を得
ることができる。
【００３９】
　以上のように、本実施の形態に係る保持側ソケット２０は、器具本体と、ＬＥＤを備え
、一端部に給電を目的とした給電側口金を有するとともに、他端部に保持を目的とした保
持側口金を有する直管ＬＥＤランプと、器具本体に取り付けられ、直管ＬＥＤランプの給
電側口金を装着できる給電側ソケットと、器具本体に取り付けられ、直管ＬＥＤランプの
保持側口金を装着できる保持側ソケットとを備える。保持側ソケットは、１つの樹脂成形
品で構成されているので、保持側ソケットの構成部品数を減らすことができ、組立工数も
削除し、コストダウンを図ることができる。
【００４０】
　また、本実施の形態に係る保持側ソケットは、前面にランプ保持部を有し、ランプ保持
部の外周の一部と上面まで連通したピン挿入孔を備え、保持側ソケットの底面は開放され
ているので、１つの樹脂成形品として構成するための生産方法が容易となり、組立工数も
削除し、コストダウンを図ることができる。
【００４１】
　また、本実施の形態に係る保持側ソケットは、保持側ソケットのランプ保持部のランプ
係止部に複数の突起部を有し、保持側口金の保持ピンを突起部で固定するので、簡単な構
成で確実に保持ピンを保持することができる。
【００４２】
　実施の形態２．
　本実施の形態では、実施の形態１と異なる構成の保持側ソケット３０について説明する
。
　図６は、本実施の形態に係る保持側ソケット３０を示す図であり、（ａ）は平面図、（
ｂ）は正面図、（ｃ）は底面図、（ｄ）は側面図、（ｅ）は背面図、（ｆ）は側面断面図
（Ｃ－Ｃ断面図）である。図７は、本実施の形態の保持側ソケット３０を示す図であり、
（ａ）は正面断面図（Ｂ－Ｂ断面図）、（ｂ）は正面側から見た上面斜視図、（ｃ）は背
面側（後面側）から見た上面斜視図である。なお、図６（ｄ）は、右側面図であるが、左
側面図も同一形状である。
【００４３】
　図６及び図７は、実施の形態１で説明した図４及び図５に対応する図であり、同様の機
能を有する構成部には同一の符号を付し、その説明を省略する場合がある。
　図６及び図７を用いて、本実施の形態に係る保持側ソケット３０の全体構成について説
明する。
【００４４】
　本実施の形態に係る保持側ソケット３０において、実施の形態１に係る保持側ソケット
２０と異なる点は、ランプ保持部２２のランプ係止部３４の構成である。
【００４５】
　図７（ａ）に示すように、保持側ソケット３０は、溝部であるランプ保持部２２の凹み
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形状を形成する一対の爪部３４ａ，３４ｂを備える。ランプ係止部３４は、一対の爪部３
４ａ，３４ｂにより構成される。保持側ソケット３０は、ランプ保持部２２に保持ピン１
４が挿入されると、保持ピン１４を一対の爪部３４ａ，３４ｂの弾性力により保持する。
【００４６】
　一対の爪部３４ａ，３４ｂは、図６（ａ）に示すように、上面２１ｂのピン挿入孔２３
の対向する一対の周縁から連続して各々下方に向かって形成される。図７（ａ）（ｂ）に
示すように、一対の爪部３４ａ，３４ｂは、ランプ保持部２２の凹み形状の内壁を形成し
ている。ただし、爪部３４ａ，３４ｂの各々は、ピン挿入孔２３の周縁から底面２１ｃ方
向に延設された片もち梁形状に形成される。
【００４７】
　保持側ソケット３０は、前面２１ａに凹み形状のランプ保持部２２を有し、ランプ保持
部２２の外周の一部と上面２１ｂにおいて連通したピン挿入孔２３を備える。また、保持
側ソケット３０の内部には、上面２１ｂから下方に延びる一対の爪部３４ａ，３４ｂを備
える。
【００４８】
　図７（ａ）に示すように、直管ＬＥＤランプ１０の保持ピン１４は、ピン挿入孔２３を
通過し、ランプ保持部２２の下方の端部であるランプ係止部３４にて、直管ＬＥＤランプ
１０を９０°回転させることにより、先端部の短径Ｌ２が上下方向に沿うようにランプ係
止部３４に配置される。つまり、保持ピン１４の楕円の先端部は、横長にランプ係止部３
４に配置される。このとき、保持ピン１４の楕円の先端部の長径Ｌ１は、ランプ保持部２
２の幅よりも長くなるように設計されている。したがって、保持ピン１４の楕円の先端部
は、一対の爪部３４ａ，３４ｂが間隔を維持しようとする弾性力により挟持される。これ
により、保持ピン１４は、保持され、直管ＬＥＤランプ１０が落下することはない。
【００４９】
　本実施の形態に係る保持側ソケット３０も実施の形態１で説明した保持側ソケット２０
と同様に、底面２１ｃは開放され、樹脂成形時の金型の通り道となる。図７（ａ）に示す
ように、保持側ソケット３０の内部の空間２８は、樹脂成型時には金型が嵌る部分である
。図７（ａ）に示すように、保持側ソケット３０は、金型を簡単に外すことができるよう
に設計されている。
【００５０】
　つまり、保持側ソケット３０は、１つの樹脂成形品で構成されている。金型を外すため
に底面２１ｃには全面開口部２６となっているが、器具本体２に取り付けられた場合、保
持側ソケット２０の底面２１ｃは視認できない。このため、保持側ソケット３０は、図３
（ａ）のＧＸ１６ｔ－５受金保持側ソケット６０や図３（ｂ）のＧ１３受金蛍光灯ソケッ
ト７０と同等の意匠を得ることができる。
【００５１】
　本実施の形態に係る保持側ソケット３０は、ランプ保持部２２の凹み形状の内壁となっ
ている一対の爪部３４ａ，３４ｂを備え、保持ピン１４を一対の爪部３４ａ，３４ｂの弾
性力により保持するので、簡単な構成により確実に保持ピン１４を保持することができる
。
【００５２】
　実施の形態３．
　図８は、本実施の形態に係る保持側ソケット４０の分解斜視図である。図９は、本実施
の形態に係る保持側ソケット４０を示す図であり、（ａ）は底面斜視図、（ｂ）回転子の
断面図（Ｄ－Ｄ断面図）である。
【００５３】
　図８及び図９を用いて、本実施の形態に係る保持側ソケット４０の全体構成について説
明する。
【００５４】
　保持側ソケット４０は、図２（ｂ）において説明した直管ＬＥＤランプ１０’を装着す
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るソケットであり、保持のための一対の保持ピン１４’（図２（ｂ）参照）を保持する機
能を有するソケットである。
【００５５】
　保持側ソケット４０は、ソケット本体４１と、回転子５０とを備える。
　ソケット本体４１は、前面４１ａ（前面板部）と、前面４１ａに対向する後面４１ｄ（
後面板部）と、前面４１ａの上部と後面４１ｄの上部とをつなぐ上面４１ｂ（上面板部）
と、前面４１ａに設けられた円形の前面開口部４２とを備える。前面開口部４２は、上面
４１ｂに形成されたピン挿入孔４３と連通している。
【００５６】
　回転子５０は、一対の保持ピン１４’を挿入する切り欠け部５３（回転子溝部）を備え
た円筒形の回転子であって、ソケット本体４１の前面開口部４２に挿入され回転すること
により一対の保持ピン１４’を保持する。
【００５７】
　ソケット本体４１は、一体成形されている。また、回転子５０も一体形成されている。
つまり、保持側ソケット４０は、一体形成されている２部品（ソケット本体４１及び回転
子５０）から構成されている。
【００５８】
　保持側ソケット４０のソケット本体４１及び回転子５０は、熱可塑性樹脂の絶縁材、例
えば、ポリカーボネイドやポリブチレンテレフタレートなどで形成される。
【００５９】
　回転子５０は、前面開口部４２より小さい径の略円板状の受部５１を備える。また、回
転子５０は、受部５１の裏面側（配置された場合の後面４１ｄ側）に、前面開口部４２よ
り大きい径の略円板状の止め部５２を備える。また、回転子５０は、止め部５２の裏面か
ら立設する円筒部５４を備える。回転子５０は、略円筒形である。
【００６０】
　回転子５０には、受部５１から円筒部５４の途中まで、回転子５０を二分するように切
り欠かれた切り欠け部５３（回転子溝部）を備える。切り欠け部５３は、一対の保持ピン
１４’が挿入される。切り欠け部５３の幅は、保持ピン１４’の径と略同一、あるいはや
や広く形成される。また、切り欠け部５３の長さは、一対の保持ピン１４’の幅と略同一
、あるいは一対の保持ピン１４’の幅よりやや長く形成される。
【００６１】
　回転子５０は、円筒部５４の受部５１側の反対側の端部の外周に、複数の凸部５５を備
える。例えば、凸部５５は、円筒部５４の外周の互いに対向する位置に２つ設けられる。
【００６２】
　ソケット本体４１は、前面開口部４２に挿入された回転子５０の円筒部５４を、保持及
び円滑に回転動作させるためのガイド部４４を備える。ガイド部４４は、後面４１ｄの内
側面から、ソケット本体４１の内部に向かって円筒部５４の外周に沿うように円形、環形
に突き出している。また、ガイド部４４には、ガイド部４４の環状形状を四分する４つの
凹部４５が形成されている。
【００６３】
　図９（ａ）に示すように、回転子５０の凸部５５が、ガイド部４４の凹部４５に嵌る。
このように、凸部５５と凹部４５とが嵌め合わされることで、直管ＬＥＤランプ１０’の
装着感を得ることができる。切り欠け部５３が上下方向に沿う状態に回転子５０が配置さ
れると、上下方向の２つの凹部４５に回転子５０の２つの凸部５５が嵌って係止される。
また、その状態から回転子５０が９０°回転することで、切り欠け部５３が上下方向に直
交する状態に回転子５０が配置されると、上下方向に直交して対向する２つの凹部４５に
、回転子５０の凸部５５が嵌って係止される。
【００６４】
　一対の保持ピン１４’は、切り欠け部５３が上下方向に沿った位置で、ピン挿入孔４３
から切り欠け部５３に挿入される。直管ＬＥＤランプ１０’を９０°回転することで、回
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凸部５５と凹部４５とが嵌め合わされる。このとき、切り欠け部５３の両端部は前面開口
部４２の周縁で塞がれ、一対の保持ピン１４’は回転子５０の切り欠け部５３で保持され
る。このため、直管ＬＥＤランプ１０’が落下することはない。
【００６５】
　また、回転子５０の組立ては、回転子５０をソケット本体４１の前面４１ａの前面開口
部４２から押し込み、止め部５２が前面開口部４２の周縁の内側に引っ掛かることで抜け
ることはない。
【００６６】
　底面４１ｃには、底面４１ｃが開放された全面開口部４６が形成される。全面開口部４
６は、実施の形態１～２において説明した全面開口部２６と同様の構成部であり、樹脂成
形時の金型の通り道である。つまり保持側ソケット４０は、ソケット本体４１と回転子５
０との２つの樹脂成形品で構成されている。また、保持側ソケット４０が器具本体２に取
り付けられた場合、保持側ソケット４０の底面４１ｃは視認できないため、図３（ａ）の
ＧＸ１６ｔ－５受金保持側ソケット６０や図３（ｂ）のＧ１３受金蛍光灯ソケット７０と
同等の意匠を得ることができる。
【００６７】
　以上のように、実施の形態１～３に係る照明器具は、器具本体と、ＬＥＤを備え、一端
部に給電を目的とした給電側口金を有するとともに、他端部に保持を目的とした保持側口
金を有する直管ＬＥＤランプと、器具本体に取り付けられ、直管ＬＥＤランプの給電側口
金を装着できる給電側ソケットと、器具本体に取り付けられ、直管ＬＥＤランプの保持側
口金を装着できる保持側ソケットとを備え、保持側ソケットは、１つ又は二つの樹脂成形
品で構成されている。
【００６８】
　したがって、実施の形態１～３に係る保持側ソケット４０によれば、意匠を変えること
なく、保持側ソケット４０の構成部品数を減らすことができ、組立工数も削除し、コスト
ダウンを図ることができる。
【００６９】
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、これらの実施の形態の２つを組み合わ
せて実施しても構わない。あるいは、これらの実施の形態のうち、１つを部分的に実施し
ても構わない。あるいは、これらの実施の形態のうち、２つ以上を部分的に組み合わせて
実施しても構わない。なお、本発明は、これらの実施の形態に限定されるものではなく、
必要に応じて種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【００７０】
　１　照明器具、２　器具本体、３　反射板、４　給電側ソケット、１０　直管ＬＥＤラ
ンプ、１１　給電側口金、１２　給電ピン、１３　保持側口金、１４　保持ピン、１５　
ＬＥＤ素子、１６　電線、１７　外郭、２０　保持側ソケット、２１ａ　前面、２１ｂ　
上面、２１ｃ　底面、２１ｄ　後面、２１ｅ　側面、２２　ランプ保持部、２３　ピン挿
入孔、２４　ランプ係止部、２４ａ，２４ｂ　突起部、２４ｃ，２４ｄ　部位、２６　全
面開口部、２７　本体取付部、２８　空間、３０　保持側ソケット、３４　ランプ係止部
、３４ａ，３４ｂ　爪部、４０　保持側ソケット、４１　ソケット本体、４１ａ　前面、
４１ｂ　上面、４１ｃ　底面、４１ｄ　後面、４２　前面開口部、４３　ピン挿入孔、４
４　ガイド部、４５　凹部、４６　全面開口部、５０　回転子、５１　受部、５２　止め
部、５３　切り欠け部、５４　円筒部、５５　凸部、６０　ＧＸ１６ｔ－５受金保持側ソ
ケット、６１　本体、６２　導電金具、６３　カバー、７０　Ｇ１３受金蛍光灯ソケット
、７１　本体、７２　回転子、７３　導電金具、７４　カバー。
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